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緒 言

本図幅は北悔道開発庁の委託によつて作製されたものである。野外調歪には昭和 26

年， 27年および 28年の夏季を裁し， 26年においては主として図幅の西域を占める三

笠町地内を神戸が， 27年においては図幅の北東城を占める芦別市地内を吉田・神戸が，

28年においては図幅の東南域を占める夕張市地内を吉田 ・神戸が，さらに芦別市地内

の惣芦別）II流域を吉田が， 三笠町地内の幾春別川上流地域を神戸が， それぞれ分担な

いし共同調査した。 室内作業は工業技術院地質調査所において行われ，吉田の援助の

もとに主に神戸が担当した。

図幅の東部に分布する空知摺群および下部蝦夷層群の記述および図表， ならびに中

部蝦夷層群の一部の記述は，北海道地下資源調査所嘱託橋本亘博士の調査研究結果に

もとづくものであり， かつこの部分から産出した化石の鑑定は東北大学工学部教授江

口元起博士ならびに埼玉大学教授遠隊隆次博士に負う所が大きい。

図幅の南西部に分布する祝内層の記述は， 北悔道地下資源調宜所長尾捨ー技師の調

査研究結果にもとづくものである。

本図幅は古く東北大学名誉教授矢部長克博士によつて研究されて以来著名な幾春別

川流教の白艇系を包括する。 図幅内幾春別川流域および芦別川流域の一部の調査、およ

び資料について九州大学教授松本逹郎博士 • 同大学助手藤井浩二氏 ・住友石炭鉱業株

式会社斎隊林次博士 ・元北海道大学助教授深田淳夫氏に負う所が大である。

本図幅調査事業の遂行にあたり， 札幌常林局 ・ 岩見沢営林培 • 上芦別営林署'. _. 大タ

張営林署の協力を得た。

なお，本調査には米軍から貸与された空中写真を利用することができた。
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本図幅調査は地理調査所発行の 5万分の 1地形図「幾春別岳」にもとずき実施され

たが， 空中写真ならびに営林培の 2万分の 1地形図を参考にし，かつすべてにル-Iヽ

マップを作製し地質調査を行つた。 なかんずく，惣芦別川上流における地形は 5万分

の1地形図と著しく異なるため， 空中写真ならびに営林署の地形図を参照して一部訂

正してある。

I. 地形

本図幅地域は夕張山脈西部に位粧し， 標高700-1,000m内外の諸峰を有し，北西

部においては境山(849.5m)および奔別岳(793m), 北東部においては鯉山(1,072m) 

および礼振峰(l,049.8m), 南東部においては幾春別岳(1,062.8m)が主峰である。

夕張山脈の主峰附近は 空知摺群に属する緑色岩頑等の硬い岩石から構成されてい

て，著しく 急峻であり， 川筋の到る処に大小の滝を生じている。その西方にあるオル

ピl、リナ石灰岩の分布する部分は鯉山および礼振峰を連らねて一連峰を形成し， 航空

写真上あるいは地形図上に急峻な崖として認められる。 また幾春別岳を含んで南北に

延長して分布する佐久層， および図幅北西部の一部を占めて分布する三笠亜層群は，

ともにや刈堅硬な砂岩を主要構成岩石 としているので， 顕著な稜線を形成する傾向が

ある。 その他の図幅の大部分，とくに中央部に広蛾を占めて分布する泌泥岩ないし泥

岩を主とする斜II粒岩石から構成される部分は， 概して低い地形を呈し，幾春別川およ

び芦別川の 2大主流によつて広く開析されている。

本地域内を流れる河川には地岐南西部を流域とし， 空知郡三笠町地内を西方に流れ

る幾春別川があり，その水量はかなり整かであるが， 近年北洵道開発局により幾春別

芦別川河川綜合開発事業GO)が計画され，幾春別国有林農場西方に堰堤が設骰され，こ

れより熊追沢入口附近に至る間が湖水となる予定である。 堰堤地として予定された地

点には三笠亜隠群の上部層が分布し， 地層は川の流れとは逆の傾斜をなし，堰堤の設

置に好適地を提供している。 地披の北西部三笠町北部には奔別川があり下流は幾春別

川にそ Sぎ， 水量は少ない。 本地域中最大の水最を有する河川は芦別川であつて，夕

張山脈の主脈にその源を発し，初め西方に，地披中央部に至つて北方に流れる。

芦別川中流地披には北海道開発局によつて堰堤設置の計画り0)がある。芦別川の支流
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には惣芦別川・ キム ン芦別川および惣顔真布川がある。惣芦別川， 芦別川の上流では

谷が深く地形は蛾峻である。 地域南東部においては主夕張川の上流が流れ，その水蛋

および規模は芦別川につく•ものである。

図幅地内の交通は極めて不便であるので， 調査中知ることができた交通路を以下に

記して参考資料とする。

地域内の交通は営林牲において設けられている林用軌道および林道によるのが使利

である。 林用軌道は幾春別川流披においては，本流筋において岩見沢営林署幾春別事

業所地点より左股沢の合流地点に至るまで， さらに左股沢および上ー／沢においても

設けられている。 芦別川流域においては，憐接上芦別図幅地内の上芦別営林培所在地

点より幾春別岳北方に至る間に設けられている（昭和 28年現在）。 なお堰堤m自動車

道路が幾春別市街より幾春別国有林批場附近まで設けられている（昭和28年現在）。

林道は幾春別川流域 ・奔別川流域 ・芦別川流域および主夕張川流域を初めとして，

各河川流域に設けられている。

IL 地 質

IL 1概説

本図幅の東方と南方に燐接する地域は， 石狩炭田第三系の分布する処であつて，

これに対しては 明治初期より B.S. Lyman1) • 神保小虎4).矢部長克LG)• 今井半次

郎11),12),13),17)をはじめ，近時においては多くの学者<3),48), •n) ,co) ;12) /4J等による研究が

ある。

しかし，図幅内の第三系は南西隅に幌内層が， また北西隅に石狩層群が骰かに分布

するのみである。

第三系の下位には本地域の大部分を占める株羅系および白紙系が分布する。 北西隅

の第三系すなわち石狩層群と白座系との閲係については，今井半次郎12)は傾斜不腺合

であると述べており，その後も多くの研究者40),G4) ,o1) ,G2)がこれを認めている。南西隅
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の第三系すなわち幌内層と白堅系との関係は推し被せ断層である。

図幅地内の保羅系および白痰系の分布する地猿に関しては， 地理的条件が悪いこと

と鉱産資源に乏しいために調査ならびに研究は極めて少ない。 しかし，白堅系は化

石を多産することで著名であつて，幾春別川流域については矢部長克6) ,n,s) ,1 5, 1 6),10) •

斎謀林次27) • 長尾巧27) • 松本造郎27/8) • 深田淳夫57),so)等，主夕張川上流については松

本達郎36), また図幅北東隅については橋本亘23)のそれぞれ調査 ・研究があり，なかん

ずく ，矢部による幾春別川流域の白艇系の調査 ・研究は， この地方の層序学的 ・古生

物学的研究の基礎をうちたてたものである。

本地域に分布する地質は下位より空知層群 ・下部蝦夷層群註1)• 中部蝦夷層群 •土部

蝦夷層群 ・ 函淵層群 • 石狩層群 ・幌内層および沖棋層に分かたれる。

空知地方の白墜系および第三系の構造の1つの根幹を形成しているいわゆる空知背

斜49)は，本図幅の北西部にその一部が現われ ENE-WSWに走つている。その軸部

には中部蝦夷層群主部層が，その両翼には三笠亜層群が分布する。三笠亜層群の上位

には賂合に上部蝦夷層群が重なり，図幅中央部に広域を占めて分布している。同層群

はほゞ N-Sの一般走向をもつて波状摺曲構造をとりながら芦別川東方におよんで分

布し，幾春別岳西方約3kmのところを南北に走る大衝上断層以東では， 逆転した覆

瓦構造を呈するに至る。 この東方には中部蝦夷層群の上部である佐久層，次いで中部

蝦夷層群の主部層が分布する。 さらに東方にはオ）レ ビトリナ石灰岩を含む下部蝦夷層

群がN-S方向に狭長な地帯をなして分布し， この附近より地形はいよいよ急峻にな

り次いで空知層群が分布する。 空知層群は隣接山部図幅地内において，広大な地域を

占めている。図幅南西部においては，上部蝦夷層誰の上位に函淵層群が梱上（推定）し

て分布する。

本地械内には火成岩煩は全く分布していない。

地域内における大局的な構造は空知背斜，図幅北東隅より熊追沢附近に向う断層，

註 1) 従来矢部6),8), 15), 16), 19)により上・下の菊石尼群および三角貝砂岩の名部が用しヽられてきた部分である

が，蔽近松本逹郎46)は菊石后のかわりに娼灰屈群を， 三角貝砂岩のかわりに三笠砂岩肝あるいは三笠亜

1社群を提唱し ， さらに内容につしゞても修正している。さらに橋木亘59) ,66)は下 • 中• 上部蝦戎府群に函淵

J社群を加えたものを改のて窯良野居 ・中）11/H・/if: 河JFr-曲淵肝および根室屈とし， これらを記括した蛾戊

府群を提唱してしヽる。

／
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および図幅中央部を南北に走る大廊上断層により形成されている。

各地園群は岩相の変化に富む。 その著しい例は隣接上芦別図幅地内において特徴的

に分布する上部蝦夷層群中部の月見層が， 本図幅北端にだけ分布し南部にはおよんで

いないこと，上部蝦夷層群下部）日の岩相が， 幾春別JI)流披とキムソ芦別川 とではかな

り相違すること， 地域西部に認められる三笠亜）蜀群と同期の祖粒堆秩物が東部には認

められず，多少時代的に新しい佐久屈に見られるこ となどである。

最も広域を占めて分布する上部蝦夷層群は， 一様に泥質岩より構成され， わずかに

砂岩 ・凝灰岩を挟有するのみで， 鍵層に乏しく， したがつてその構造を解明すること

は容易ではない。 しかしながら，本層群は化石を多産し，それは多く の場合大小様々

の石灰質団塊中にみいだされ， とくに幾春別川流域は多くの地質 ・古生物学者の訪ね

るところである。

II. 2 各説

IL 2. 1 1朱羅～白奨系

II. 2. l. I 空知層群註2)

本地教の空知］晋群はその上部を形成する主夕張層（橋本亘による）註3)に相当する部

分であつて，地域の南東隅において狭い地帯に分布しており，東隣の山部図幅59)およ

び南隣の大夕張図幅内註 4)に連なつている。

註 2) 空知府I詐に鉗しては従来<''5,')5の呼諮があつた。

1935 奈江川チヤー！寸呑および芦別•岳輝紐閑灰岩附梢．本耳2,0

1940 輝紐廂灰沿府大立目額一郎31)

1942-3 鬼剌屈 松本逹郎38)

1943 空知}ff/詐 佐々 保雄 ・ 袈正雄 • 他39)

1952 空知統橋本亘,,!;)

1953 空知府I罪縮木亘5!1)

1933 空知庁群松本逹郎56)

1953 空知肝I詐松本逹郎Gl)

註 3)

1936 奈江JI!チヤート肝庶木亘23)

1942-3 Ot-Oz 松本逹郎38)

1953, 上部塞知屈I詐 (Sr4-Sr9) 栖本亘59)

1953 主夕張屈佐々保雄 ・ 橋本亘 • 他6,i)

註 4) 艮尾徐ー ・ ＇小 山内熙 • 酒匂俊純 ． 大夕張図幅，未寂衷．
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地域内では放散虫追骸のほかには， 緬状石灰岩中に稀に珊瑚や郡虫類化石の破片を

みいだす程度で，地質年代判定に資するものはない。 しかし隣接山部図幅内において

は株羅～白翌紀を示す石灰藻を涯しており， したがつて本層群上部は｛朱羅紀あるいは

多少白泥紀に跨るものと解されているn)38)5;)5U)。

主夕張腔の模式地は主夕張川上流において， 白座系の富問砂岩｝罰の下位に引続く処

から上流で，本流の沌の下流の珪賀岩層との疫（山部図幅内）5り）までとする。

本層の上限は図幅粛縁中央部のネL振山の南側，芦別川上流に見られ， これから南方

ヘ主夕張川上流に亘つて分布する。下限は本図幅内には見られない。

主夕張川筋においてはほとんど完全な全愚露出が見られ，松本逹郎:18)により下位か

ら Ot-Oz層までに分層されており ，全屈厚 l,185m以上と測定された。
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Ot層は塊状，灰白色に風化（多少帯黄褐色）する帯青灰色の粗～中粒砂岩の厚摺か

ら成り，処々に植物片から成る縞を示し，また黒色頁岩を介在する。酸性凝灰質部も見

られる。下限は隣接山部図幅の主夕張川方面では，下位の山部層註5)と整合するv 厚

さは 200m 以上と見粗られる。 Ou庖は主として珪質凝灰岩で，赤色や緑色を呈し，

山部図幅内59)においては枕状熔岩を伴なうことが知られている。厚さは 35m内外

である。Ov層は小豆色チャー トを主とし，緑色のチャー トや時に碩砂岩をも混える。

厚さは 200mである。 Ow恩は安山岩質硬砂岩からなり，甚だ特徴のある部）芭で厚さ

は100m である。Ox}函は緑色や白色を呈し， 薄板状の明瞭な恩狸を示すチャ ート を

主とし，暗緑色安山岩賀碩砂岩・珪骰砂岩を伴なう 。厚さ 230m である。Oy}苦は暗

緑色安山岩賀硬砂岩で 70m に逹 し，時に籟状石灰岩を挟有する。Oz}囲は主として黒

色頁岩からな り， 珪賀頁岩 ・ チャ ート • 細粒砂岩等も含み ， 明瞭な蒟板状厨郡を呈す

る。層厚は 350mに逹する。

芦別川本流の露出は主夕張川筋に比してかなり劣つているが， 大局的には以上の特

徴は良く見られる。 ほゞ同様な岩相分類が可能であるが， 露出の不良の故もあつて

Oy厨の厨準が不確実のために， Ox}図.Oy摺に Oz簡の一部を加えて一部）茫iとして

取扱つた方が良 く，したがつて山部図幅においては Srs59)として一括されてある。こ

の Srsのなかほど から上部が本図幅内には見られる。芦別川支流の上流部には転石か

ら見て， これより下の翔準も出現する模様であるが，十分確かめられていない。

地）薔全般の走向は N0-20°Eで，栢斜は 80°Eで唾直に近ずくことがしばしばあ

り，かつ西方に傾斜していることもある。

主夕張恩は下部と上部に陸地からの供給物が多く， 中央部下部は火山源のものに富

み，その上部はチャート類が多い。 そして上部と下部には酸性火山活動が見られ，中

央部の下部の火山活動は，まず枕状熔岩を伴なう輝緑岩活動に始まり， その末期にこ

れと多少霊複して （？）， 効岩 • 安山岩の噴出が行われている。 この火成活動の順序は

既に栢本66)註6)が指摘したように空知摺群対比の好い手掛り を提供するものとようで

ある。

註 5) 1953 ・,. 部空知尼群 (Sn-Sr3) 橋本直59)

1953 山部屈佐々保雄 ・ 橋本亘 • 他65)

牲6) 栂本頁 ：北泊誼巾庄界の堆岱と史形，未疲表
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II. 2. 2 白墾系

II. 2. 2. 1 下部蝦夷層群註7)

本層群はこの図幅地内では地層が転倒している結果， 空知層群の見掛上の下位に露

出する。 両層群の関係は整合とみなされている。Zl),31),33)

下部は砂岩に富み， J:.部は特徴のある黒色の薄互層をなし， その上部に近い処にオ

ルピトリナ石灰岩を挟有する。全層厚は1,300m に達する。

才！レピ I、リナ石灰岩以外にはほとんど化石を産しないため， 下部の年代的区分は充

分明らかでないが， 本層群は下部白巫系の高知統のある部分から宮古統下部階にわた

るものと解されている56),6>)。

本圏群は空知層群の西を緑どつて分布する。 その上限を劃する中部蝦夷厨群下の不

腺合線は，山部図幅から本図幅地域の北東隅附近におよび， さらに鯉山の西側に沿つ

て南下し，礼振峰-85lm高地の稜線の西を過ぎてその南方に延び， 断層により東に

ずれて主夕張川上流に出現する。

本図幅において， 下部蝦夷層群は岩質により下位から富問砂岩層および主部層に分

かつことができる。

富問砂岩暦註8)

本層の模式地は北東方の富良野図幅内の馬内川と空知川との落合対岸の殿および河

註 7) 図幅南東開の一部の地買図については，松本3S)の研究結果によつてじる c

下部蝦灰尼群に封しては従来<';う<'l'.,の呼籾•があった。

1927 下部茄石屈（下部府） 矢部長克19)

1936 下部菊石尼栖本亘23)

1940 -, 部菊石肝大立m畷一郎31)

1942-13 下部菊石屈群松本逹郎38)

1951 下部蝦戊肝群松本逹郎.JO)

1951 下部蝦灰肝群 (!l良野屈） 矢部長克52)

1952 窃良野屈佐々保雄 • 根本忠塊 ・ 栂本亘.J7)

1953 下部蝦灰用群橋本臣59)

1953 窃良野屈 佐々保雄 ・ 梃本亘 • 他oo)

1953 下部蝦戊肝群松本逹郎C..J)

1954 岱良野序栖本亘66)

註 8)

1936 応間砂店肝 栂本亘23)

1940 窃nu砂岩)ff(除磁下部） 大立目躇一郎31)

1942-43 Ia 松木逹郎38)

1953 窟間砂店肝橋本亘r,9)



，
 中の露出である。

模式地のものは塊状で灰白色の風化而を呈する粗～中粒砂岩であつて， むしろ本図

幅内の空知膀群の下部の砂岩と良く似ているのに反し，隣接山部図幅内59)惣芦別川上

流ではしだいに板状を呈し始め， 本図幅内においては北方では中 ・恭Ill粒両種の砂岩の

板状互層を主とし， 色も若干暗灰色に近づくものもみられ，南方主夕張川では細粒板

状砂岩となり，稀に頁岩を混ずるに至る。 本層中には微小な炭賀物片を含有し， 黒い

縞状断面を示すものもあるが，鑑定可能の植物化石は得られなかつた。空知層群との

関係は， 芦別川本流およびその支流においては直接観察できる露出がないが，主夕張

川においては整合とみられる。

主 部層花I'9)

主部）詈は富問砂岩層の上位に整合して璽畳する。

主と して黒色頁岩と暗灰色釧粒砂岩 ・泌泥岩との蒟互層で，著しく特徴的な岩相で，

全域にわたり同様な外観を呈する。本層上部近くにオルピ I・リナ石灰岩が介在し，そ

の層準附近に 1ないし2枚のや叶厚い中粒灰白色砂岩が介在する。 この砂岩は模式地

の富問砂岩阿にかなり良く似ている。

松本による主夕張川流域における 5分帯36)(Ib-lf層）に従えば，lbJ厨は5-lOcm

前後の薄互）図をなす黒色頁岩および極細粒砂岩で，厚さ 350-380m に達する。le層

は100mに逹するオルビ I・リ ナ石灰岩である'。 IdJ習は極＜蔀い互屈で稀に軟体動物

の造骸を有し，150mに逹する。le層は 1-2.5m の厚さの中粒砂岩に富む砂岩頁岩

互層であつて，厚さ約 60mに達する。その頁岩は若干炭質である。最上部の IfJ蜀は

外観上は下位のものと巽なつて， むしろ後述の中部蝦夷層群に似て松泥岩ないし頁岩

からなり，局部的に奔Ill粒砂岩となつている。

Nautilus (Cymatoceras) cfr. virgatus SPENGLERー IfJ蜀

Tetragonites cfr. timotheanus (MAYOR)--If層

Baculites sp. ―If層

註 9)

1936 品ノ下只冶庖栖本亘23)

1940 島ノ下双府および砂岩頁閑互I仔 大立目窃一郎：ll) 

1942-43 lb-If 松本逹郎38)

1953 島ノ下只岩居 ’柏本亘59)
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等の頭足類のほかに二枚介として

Lima (Limatula) sp. —Id J蔚

Propeamusium cowperi WARING-If僭

も産したといわれる。

以上のような分帯は芦別）II方面においても， 惣芦別川においても，まだ充分に行わ

れていない。

本地域内のオ）レビトリナ石灰岩はよく 発逹し， 図幅北東隅に近い咲別川の支流の谷

の側面にレンズ状に突出している小岩体から始まり， これから南方へ惣芦別川流域と

の疫の項上にやと大きな岩謄をなして露出し， さらにその南には航空写真に 1つの白

い突出岩体が認められるが， おそらくこれも石灰岩体と思われる。惣芦別）11大支流の

上流には， 山頂直下から南方に向い屏風状に突出している石灰岩体があり，断｝詈によ

る多少のス、・レや走向 ・仰斜の変化によ るヨヂレを示 しながら川を横切つて南下し， 山

頂部からあたかも隔壁状に突出して延々とした鯉山主体部をなし， 惣芦別川上流を横

切り ，礼振峰に向い登つていき， その中腹に消えてい くようである。その外観は山部

図幅第4肉版，第1図に白い山体として示されているとおりである。芦別川本流にお

いては河中には露出はないが，北側の 851m標高点に延びる山稜上に突出する岩体が

ある。なお航空写真によれば礼振峰附近にも 1,2の小岩体があるら しく，帝室林野局

版2万分の 1地形図の該当箇所附近には露岩の氾号が示されている。 芦別川の三叉沢

では，川を横切つて厚い石灰岩の露出が見られ， 北は芦別川本流との間の山稜線近く

まで連続露出しているが，南はまもなく断層により失われている模様である。主夕張

川では石灰岩は狭い峡谷をつくり，約 lOOrnの厚さがある。その下部は石灰賀砂岩で

石灰岩に漸移しており，上部は細粒砂岩であるがすぐ泥岩に移化する。

オルピ l・リナ石灰岩は多少胄味を帯びた灰白色を示すことが多いが， 処により 風化

して褐色を呈する。

主夕張川における露顕の下部を除いては砂質の処はないが， 鯉山三角点附近の下底

部にはウス＇ラ卵大の 青色，青灰色珪岩円礫を散含する処がある。多く の場合は Pa・

chyodontを主体とする生物石灰岩で，カキや Nerinea等も見られ，その他多く 9の珊

瑚頴も認められ，それらの間に混じて石灰藻や碑虫類もみいだされ， それらの間隙を

うずめて， 多藍の Orbitolinadiscoidea-conoidea var. ezoensis YABE _& HAN:/'.A w A 



1:J. 

がみいだされる。 最後に記した化石を完全な形で取り 出すことは通常困難であるが，

主夕張川の石灰質砂岩の風化部からは，容易に完全な個体を多数取り 出せる。

本石灰岩の珊瑚化石は従来わずか数種しか知られておらず， 岩手県宮古の珊瑚類と

は近似性が乏しい。そのことは両地の堆技物の時代的な差を示すものではないかと推

測位51)されたのであるが， 一方また， 材料の不足にもとづく差屎である疑いがある

ので，最近橋本亘はこの点に留意して珊瑚化石を採集し， これを東北大学工学部江ロ

元起が鑑定中であり， その研究はまだ始められたばかりであるが，これまでにつぎの

ような多数の屎が知られてきた。従来，本域内のものから知られていた種類は33),40), 

Dermosmilia? jezoensis EGUCHI 

Favia ? jezoensis EGUCHI 

lsastraea matumotoi EGUCHI 

Thamnasteria jezoensis EGUCHI 

Centrasteria? sp. 

等であつたが，今股追加せられた屈は

Eugyra 

A叩 hiastraea

Amphiastraea ? or Connectiaslrea ? 

Astrocoenia ? 

Stephanaslrea? or Isastraea? 

Orbicella 

Lalomeandra 

Diplorea? 

Microsolena? 

Dimorphastrea 

Meandrarea 

Polyphylloseris 

Actinacis 

Heterocoenia 

等であつて，宮古との近似性も増 してきてい る。
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Praecaprotina yaegashiz (YEHARA), 

T oucasza carinata vat. orientalis NAGAO 

等の Pachyodontは各産地から発見されている し， Nerineaは狸山および主夕張川

にみられ，鯉山では Ostreaもしば しばみいだされる。

石灰藻としては裡山から Nipponophyxramosus YABE et TOY AMA? を産したほ

か，芦別川支流で主夕張川との間にある川では Palaeolithothamnium sp. が有孔虫

Nubecuralia sp. とともに産すること が埼玉大学遠膵隆次によ り鑑定された。 いずれ

も北悔道白座系からは初めて記される厩である。

本層は中部蝦夷層群に不照合に似われるが， 直接に両者の関係が見られるのは松本

逹郎35)が示した見取図の総出がある主夕張川筋だけで，他の場所ではかなり近くまで

両者の露出が見られるが，両者の走向 ・傾斜の差はあまり大きくはない。 しかし両者

が斜交不腺合の関係にあることはすでに橋本59)が記した通り である。これを最近では

橋本は中蝦夷地変66)註10)と呼んでいる。

本地域東縁部を含む夕張山脈の西側の諸地層に関し， 中部蝦夷層群下の不盤合を某

準に して，その上下の岩相 ・層厚などの変化の状態を示すと第1図のようになる。

この図によつてみると， 下部蝦夷層群および空知層群の各部層は，惣芦別JIIを中心

に南北に靱化 していることがわかる。 たとえば下部蝦夷層群主部摺を取 り上げて見る

と，このなかでオルピ トリ ナ石灰岩やこれに前後する砂岩を各地同一層準とみなすと，

主部層は惣芦別川を中心に南北に向い厚さを減じてい くこ とが知られる。註 11)

II. 2. 2. 2 中部蝦夷層群

中部蝦夷層群は地域の北西部 （奔別川 ・幾春別川流域）および東部 （咲別川 ・惣顔真

布川 ・惣芦別川 ・芦別川および主夕張川上流） の2地域に分かれて分布する。

主夕張川上流における中部蝦夷層群は， 逆転した梱造を保ちながら下部蝦夷層群の

註 10) ぷ店本亘 ： 北泊道中生界の堆祓と斐形，未寂表

註 11) 橋本亘は，このことは中蝦灰地摂前における蝦灰地向斜の堆枝中心の位四を示す l没料であろが，如上

の浙面に示した各地点を結ぶ椋が1日堆枝中心部を斜断しているか，あるじI切咋IJ/11/1付近で最 も中心部に

近寄つてふたたび速ざかるのかと<'う大別 2通りの解郎が残されてじると考えている。換言すれば，堆

私中心を通り束西雨側の堆桔物にわたる邸面であるガ，あるいはじずれガ片側のものであるか，片側な

らばし‘ずれの側である力‘とじう /IU題が残されてじるとい うのである。
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上位に霊畳することは松本oS)により知られており，かつ中部蝦夷層群は下位より基底

礫岩砂岩層 • 主部層および佐久層に分たれる。

北西部の中部蝦夷層群

本図幅西隣の岩見沢図幅地内における幾春別川流域は， 標式的に中部蝦夷層群が分

布する。矢部長克6),7),8),15),16),10), • 今井半次郎12)・斎籐林次27)註 12) • 長尾巧27) • 松本

逹郎27)• 深田淳夫57)等により詳細な研究が進められてきた処で，従来の下部菊石層群

および三角貝砂岩を包括する。

本地域北西部における中部蝦夷層群は， 岩質によつて下位より主部層および三笠亜

圏群（三笠砂岩層といわれる）に区分することができる。

孟部層 本層は岩見沢図幅内空知郡三笠町桂沢の桂林橋附近から上流， 桂沢御料地

品場の大橋附近におよぶ幾春別川に標式的に分布し， これより以北の奔別川流披奔別

岳 ・採山を含む地区に分布し，さらに上芦別図幅内に続いている。

主部）聾は概ね N 20°Eの走向をもつて分布し，その中央部を空知背斜軸（幾春別川

流域においては幾春別背斜として知られている）が走つている。 主部層は岩賀により

下部層および上部）晋に区分するこ とができる。

下部層—―空知背斜の軸部を構成し， その下限ならびに中部蝦夷｝習群の最下部）蜀は

地域北西部においては認め られない。

下部層は砂岩および砂質頁岩の瀕互層に始まり，この砂岩は厚さ数n1に及ぶことが

ある。またこの互層は蒟い灰白色ないし緑白色の凝灰質岩石を挟むことが多い。弥別

岳南西の沢では（第2図）この互層は小背斜をなし，走向は N-Sないし N40°E1傾

斜は 50-70°E あるいは 60-70°W で， 扱乱が著しく，また背斜軸にほゞ並走する

断層が認め られる。

採山の南西方の沢においては同斜傾倒背斜に近い構造を呈し， 軸部に近く断＇}園が認
,'. 

められる。奔別岳南西の沢における観察によれば， 背斜の西災の厚さば東炭の厚さよ

り紺い。 この瀕互層の上位には厚い砂岩層が整合に璽畳する。奔別岳南西の沢では，

この砂岩層は小背斜によつて繰り返して露出する。 下部層のなかには小背斜がしばし

ばあり，またこれに沿つて断腔が認められる。層厚は正確には算定しにくい。

註 12) 1932 招藤林次： 空知川股春別附近の地質に就いて（手記）， 北大卒論，No.2.
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上部層――下部層の上位に整合に細粒砂質頁岩と頁岩との互層がかさなり， さらに

砂質頁岩と細粒砂岩との互層がかさなる。 これらのなかには薄い灰白色ないし緑白色

の凝灰質岩石が介在することがある。上部）栂は下部層よりも希Ill粒岩石に富み，地）習の

擾乱は少ないが，小背斜 • 小向斜が奔別川に沿つて観察される。

下部層および上部）国を通じての岩石について特記すれば， 砂岩は灰白色で一般に細

粒～中粒であり ，塊状で堅硬である。砂質頁岩は黒色ないし暗灰色を呈し， 一般に下

部層においては砂岩10-15cm,砂賀頁岩2-3cm の瀕互愚をな し， 7m位の間隔を

おいて小堆秩輪廻を繰り 返している。 上部層における互層には砂岩がほとんど認めら

れなくなり，砂質頁岩および頁岩が互恩するが， 互層の間隔はかなり粗くなる。頁岩

は黒色ないし暗灰色を呈し， 砂質頁岩との互層がしば しば見られる。頁岩は最も風化

しやすい。捩灰岩は灰白色ないし緑白色を呈し，軟らかく風化しやすい。

主部層における地賀構造を総括すると， 下部層の分布のほ ゞ中央を空知背斜軸が通

るもの入ようである。 また，これに沿つて断層も認められるので， 背斜軸は形成以後

さらに変形していると思われる。 この両爽に小背斜が認め られ，両翼に上部層が分布

している。局部的な地層の擾乱が著しいので， 地層の厚さは測定しにくいが， 概算す

ると 700m以上に濫する。また，西爽と東炭においては各地層の厚さが屎な り，西翼

がより 薄いことは堆租盆地の地狸的状況を推察する疑料となる。

上部層および下部）図を通じて所々に大小の石灰質団塊が含まれているが， 本地域内

においては化石を発見するにいたらなかつた。

本区械と本図幅西方の幾春別川流域の標式的露出とにおける中部蝦夷層群の主部層． 
の差屎は，後者においては比較的整然とおおむね東傾斜を示し， そのf習曲状態が同斜

傾倒背斜であるのに対し，前者においては傾斜は東あるいは西に傾き， 小f習仙や小断

圏があつて， 地層の僭曲が著しい。 したがつて両者を詳細に対比することは容易でな

いが，幾春別川流域において知られている，

Puzosia subcorbarica YABE 

Mortoniceras畑 aii(YABE and SHIMIZU) 
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Pictetia ezoense (Y ABE) ・ 

等の化石によつて， 本区域内の主部隠の地質時代をも推定することは可能である。す

なわちその地質時代は中部白艇系宮古統上部階に相当し， 西ヨーロッパにおける標準

区分の Albian階に対比できることが知られている。

三笠亜居群 本層群は従来三角貝砂岩と呼ばれてきたもので， 空知1-'i'斜の西爽と東

爽とに分かれて分布し，主部屈の上位に腺合に重畳する。西狐のものは図幅北西隅か

ら南西方へ延びて岩見沢図幅内の幾春別川流域の桂林橋以西に分布し， 東爽のものは

岩見沢図幅内桂沢御料地農場附近の大橋附近から以東に分布し， 当図幅内の桂沢堰堤

附近にまでおよび，北東方向に連続分布している。

本伊i群の厚さは深田等の研究57),60)によれば， 幾春別川流域に おいて全｝普厚390m

（下部胴 174m,中部厩 53m,上部貯 163m)を算している。

西数は主として塊状，堅硬の緑灰色中粒～粗粒の砂岩からなり， 蒋い暗灰色頁岩の9

介在により｝習蝉を知ることができる。最上位においては約 10cm のI享さの礫岩と約 1

m の砂岩とがしばしば互層する。

本図幅内においては本圏の上位に整合に上部菊石愚群が露僣するが， 西方地域外の

幾春別川流域においては， 本）蜀の上位に古第三系石狩統のほゞ中部に相当する羊歯砂

岩圏(Woodwardiaformation)が不整合関係をもつて霞盛することが知られている。

東爽は桂沢御料地農場附近の幾春別川流域における層序を模式とし， 岩賀により下

部陪i.中部胴および上部恩に 3区分することができる。

下部屈—―緑灰色 · 灰白色および灰色の中粒ないし粗粒の緻斑堅碩な砂岩を主と

する。 砂岩は しばしば泥岩の破片を含有 し， 淘汰不良である。また，科Ill粒砂岩ない し

砂貿頁岩に移化することがある。上部には菊い緑色砂岩が介在する。

地｝図の走向は N20-60°E,仰斜は 40-50°SEで変化に富み， 幾春別川本流附近

においてはしばしば北西方向の擾乱栴を認めることができる。

中部腔――下部に灰白色荊粒砂岩ないし緑色細粒砂質泌泥岩が多く， しだいに灰色

紬粒砂質泌泥岩 ・緑色澗粒泌泥質砂岩あるいは泥質齢泥岩に移化し， 上部罰および下

部恩とは前II粒岩石に富むことにより区別される。細粒砂岩は一般に塊状であるが， 砂賀

泌泥岩等の介在により恩碑を知ることができるー。地間は走向 N35-50°E,傾斜 40°

SEで，下部層の上位に整合に開畳する。 幾春別川本流附近においては南東方向の断
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層が走つている。幾春別川より以北においては，上ー／沢の北西側の山稜附近に分布

し，走向は山稜の方向にほ ゞ一致した N40-60°Eへと変化する。以南においては深

田57)等の研究するところに従えば走向 N70-80°Eを示し， 南へ沈む背斜梢造を現

わしている（この部分に関しては地質図上の構造は深田等の研究による）。

上部層-灰緑色ないし灰色，中粒，堅碩な砂岩を主とし，上部にはしばしば礫岩を，

下部にはしばしば砂質頁岩また菊い石灰質砂岩ないし砂質裕泥岩を， それぞれ挟有す

る。上部の礫岩は黒色頁岩， 黒色ないし赤色チャー ト， 砂岩および花醐岩質砂岩の礫

に富む。全体を通じて石灰質の団塊がしばしば見られる。 砂岩は板状節理を有し，こ

れは層輝に沿つたものであり， 2-3cm間隔に見られる。さらに層面には漣痕を有し

堆1羽牒度を物語っている。 中部層の上位に撒合に重畳 し，幾春別川本流附近において

は走向 N50-70°E,傾斜20-40つSEであるが， 川に沿つて南東方向の擾乱帯がしば

しば見られ，その附近においては走向が乱れていることが多い。上ーノ沢の上流より北

西方向に延びる谷においては，上位に厚さ 1cm位の凝灰岩を挟有 し，また下部におい

ては｝暑面に沿つてのびる厚さ 60cm-5mにおよぶ石灰質団椀が見られる。走向は N

50-60°Eを示し，領斜は 30-60°SEで変化に富み，上部において傾斜は急になる。

奔別岳附近を通る北西に延びた断層以北においては， 上記のような地層の区分を行

うことなく，未分離の三笠皿層群として地質図上に示した。

三笠亜層群は全体を通じて化石の産出が船富であつて， その地質時代は上部白亜系

ギリヤー ク統下部陥からギリヤーク統上部階下部におよび， 酉ヨ ーロ ッパの標準区分

における Cenomanianから Turonian下部に対比できる。採集した化石を挙げると

次のようである。

Phylloceras sp. (cfr. Phy. ellipticum KOSSMAT) 

Desmoceras japonicu成 YABE

Puzosia sp. 

Scaphites planus Y ABE 

Inocera成 usconcentricus nipponicus NAGAO and MATSUMOTO 

Jnoceramus yabei NAGAO and MATSUMOTO 

Inocermnus hobetsensis NAGAO and MATSUMOTO 





Trigonia subovalis JIMBO 

Grammatodon (Nanonavis) sachalinensis (SCHMIDT) 

Cucullaea aff. truncata GABB 

Glycymeris hokkaidoensis YABE and NAGAO 

Pecten (Syncyclonema) cfr. obovatus STOLICZKA 

Pinna aff. breveri GABB 

"Callista" pseudoplana YABE and NAGAO 

Ostrea sp. 

Echinoid 

上記の採集化石のほかにも多くの化石の産出が知られている。

東部の中部蝦夷思群
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中部蝦夷11/fj群は地域東半部において，ほ 南ゞ北にわたり広く分布 し，橋本互の芦別・

登川向斜の東方沢J)において， 夕張山脈に沿う 一大背斜の転倒し た西爽を構成してい

る 。 本地区においては下部より岩質により基底礫岩砂岩恩 • 主部恩および佐久）習に 3
区分され，厚さは 3,000m 内外に逹する（第3図参照）。 ． ． ． 

基底礫岩砂岩思 本慰は松本逹郎による主夕張川上流地域の Ha謄3S)および橋本亘

による山部図幅の笠森沢砂岩礫岩）普59)に相当する。東部地域における中部蝦夷阿群の

基底部を梢成し，礫岩 • 灰白色礫質砂岩および粗粒砂岩から成る。 礫岩の礫は一般に

小さく大豆大以下であって， チャ ート • 黒色頁岩 ・珪質砂岩 ・赤紫色あるいは緑色輝

緑凝灰岩 • 石英質岩石等からなる。礫の形は一般に楕円形をなしている。基質の部分

は輝緑凝灰岩の砕屑物が多いために緑褐色を帯びることがある。 砂岩は一般に固く緻

～ 
密で，炭質物の細かい破片を含み，また石英粒に富む部分がある。厚さは 50-200m

で，図幅内では中央部の芦別川奥南部の主夕張川方而において厚さを増し，また著し

い特徴として南下するにつれ礫批が滅り ，粗粒砂岩が増加し， ほとんど砂岩のみからな

る場合がある。 化石は発見されない。下位地厨との関係は主夕張川本流以外の所では

露頭が見られないが， 主夕張川では下部蝦夷屈群の黒色頁岩の不規則な凹凸面の上に

本礫岩がのつているのが観察される。また一方，惣芦別川大支流においては，この礫岩

隠と下位のオ）レビ I・リナ石灰岩との間には， 下部蝦夷層群のかなり厚い地）習が挟まれ

るのに対し， 芦別川上流においては本層はオルビトリナ石灰岩の直く•上位にのつてく
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る。すなわち本基底礫岩砂岩層は下部蝦夷層群の屎なつた層準を切つて毅つていると

みることができる。これらのことからみて， 両者は不整合関係にあるものである59)。

しかし， 不整合面上下の地層の走向・額斜にはとくに変化を認めることはできない。

本/¥'!iはほゞ N-Sの走向を有し， ぽとんど亜直ないし 70°内外の傾斜で東あるいは

西に傾斜している。

主部居 本層は松本逹郎による主夕張川上流地域の IIb-IIk屠38), および椛本亘

による山部図幅の馬内川頁岩層59)に相当する。

基底礫岩砂岩層の上位に頁岩質泥岩 • 砂岩 ・ 凝灰岩および泥岩と砂岩との薄互層か

らなる厚い地層がかさなつている。その全体の厚さは 2,000-3, 200 m に逹する。岩相

の変化が著 しいために， 南北全般にわたつて共通した地層細分を行うことは不可能で

ある（第3図参照）。 しかし， 一般的な領向として本層の下部には泥岩 ・泌泥岩が発逹

し，中部附近では砂岩をはさみ， 板状菊互恩を作る特徴を示し，とくに芦別川本流の

北方ではや と厚い板状砂岩が存在する。 上部には泥岩ないし泥岩の優勢な互屈が発達

し，本恩上位の佐久圏に近づくに従い砂質となり， ひんばんな砂岩泥岩互腔となり，

砂岩の似越する佐久層に漸移する。 しかし芦別川本流方而では泥岩が著し く発磁 し，

これより南と北との岩相に相当の変化がある。 なお，かなり有力な鍵層と して数枚の

白色凝灰岩があつて， その厚さは 15cmより lm に達するものがある。これらは

大体本層分布区域南北にわたつて認め られ， 基底部層と主部陪との地隠捺界附近に 1

枚，それより 200-400m上位に 1枚存在する。 さらに上部の砂質の増加する部分に

おいて， とくに佐久層に近い部分に認め られるが， 主夕張川では 4枚，仙の区域では

1-2枚とその数を展にしている。

本居は全般的にN-S性の走向を有し， 急角度をもつて東へ傾斜し， 逆転栂造を示

している。

本層中の泥岩部には処々に石灰質団塊を含み， そのなかに化石が保存されている

が，その廂出は盟富ではない。産出する化石はつぎの通 りである。

Phylloceras japonicum~ATSUMOTO 

T etragonites sp. 

Anagaudryceras sacya (FORBES) 

Desmoceras japonicum YABE 



Des肌 ocerasezoanum MATSUMOTO 

Puzosia nipponica MATSUMOTO 

Inocera加 uscfr. concentricus NAGAO and MATSUMOTO 

lnoceramus yabei NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus tenuistriatus NAGAO and MATSUMOTO 

Echinoid 
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上記の化石以外にも多く の化石の産出38),"'): が知られ，後記する佐久層を除く中部蝦

夷｝習群の地質時代は，下部白座系宮古統上部階 (Albian)より上部白座系ギ リヤーク

統下部階 (Cenomanian)に亘るものである。

佐久磨 本層は松本逹郎による主夕張川上流地披の IIm-IIsJti38)および橋本亘に

よる山部図幅の近隊山砂岩層切）に相当する。

本厨は主として砂岩あるいは砂岩泥岩互層からなり， 主部層上部の互屈部から漸移

する。砂岩がと くに発達する所があつて， そのなかでも最下部に近い厚さ 20-40m

の砂岩はいわゆる「函」あるいは滝を作ることが多い。 砂岩は帯青灰色ないし灰白色中

粒であつて，中部に礫質砂岩 ・恭llll槃礫岩を薄く挟み， 惣芦別川上流では悔緑石を含む

ことがある。厚さは400-750mである。 本！詈も東に急角度で依斜し逆転した糀造を

もつている。 化石の産出は豊富ではないが，つぎのような化石を含んでいる。

Epigoniceras glabr叩 (KOSSMAT)

Anagaudryceras limatu切 (YABE)

Gaudryceras denseplicatu切 (JIMBO)

Parapuzosia indopacifica (KOSSMAT) 

Puzosia sp. 

Scaphites sp. 

Scalarites sp. 

Inoceramus cfr. concentric硲 nipponicusNAGAO and MATSUMOTO 

lnoceramus tenuistriatus NAGAO and MATSUMOTO 

lnoceramus hobetsensis NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus incertus ]IMBO 

上記の化石以外にも多くの化石の産出38),61)がに知られ，佐久l習の地質時代は上部白
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艇系ギ リヤー ク統上部階 (Turonian)に相当する。

II. 2. 2. 3 上部蝦夷唇群

本層群は従来上部菊石層群として知られていたものである。 地峨中央部に広く分布

し，西部においては三鐙亜圏群の上位， 東部においては佐久愚の上位に整合に璽翌す

る。菊石の化石を豊富に含有することは， 他の中部および下部蝦夷居群に比べて特徴

的である。 三笠亜層群と佐久l習とは時代的にくい遂切っており， したがつて西部と東

部とでは本厨群の下限は相屎なった）節準を示すものと思考され， また地域によつて著

しく 岩相を展にし，その上化石の蔽出がきわめて多いために， 堆籾学上興味ある資料

を包含している。

地｝聾は全体として N20-30°E方向に分布するが，図幅北東隅よりキム ソ痒別川の

南方を通り，幾春別国有林農場附近に及ぶ NE-SW方向の断）屈iを採として，南方と

北方とでは本）薔群の地賀梢造を展にする。

南方においてはほゞ N-S方向の走向を示し，かつ同方向の断思が多い。これらの

南北断圏のうち，芦別川東方附近から南方に走り ， 真砂沢西方に抜け，大夕張図幅地

内におよんでいる断J習は，当地方の地質絣造上に軍要な意味をもつものである。 すな

わらこれより西方においては， 上部鍛夷層群は波状僭曲構造ないし抑揚絣造を呈し，

幾つかの南北性断隠により地挑に分裂しているに止まるのに対し， これ以東において

は，南北性の走向を有し，おおむね東へ傾斜して転倒構造を呈し， この梱造はこれ以

東に分布する中部蝦夷層群 • 下部蝦夷層群および空知層群においても見られるところ

で，東方に向うにつれて傾斜はしだいに急になる。

キムソ芦別川南側を走る北東断l習より 北方においては， 本恩群はおおむね NZO-

30°E の走向をもち， 空知背斜軸の東痰を占めるものの分布は広く，西翼部のものは

図幅の北西隅に狭小な分布を示す。 東裂を占める本層群は，南方において認められる

ような転倒構造を示すことなく佐久恩におよび，同層と断層で接している。 上芦別図

幅似） において顕著に識別できる月見塵i"3)は，芦別川沿いの 北部の一部に見られるの

みで，南部にはおよんでいない。

以上のよう に，北部と南部とでは大きく 地質構造と岩相とを相迩するが， 古くから

研究されている幾春別）I¥流域を全般の基準にとり， 本地域の上部蝦夷層群を岩質によ
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り下部層および上部層に 2区分することができる。 なお芦別川流域においては上記 2

恩間に月見恩が局部的に分布している。

本屈群の厚さは深田等57),GO)によれば，幾春別川流域において 353m と算定されて

いるが，地域全般においてはf習曲 ・断屑が著しいために邸定することはできない。

下部暦 主として灰白色砂質泌泥岩ないし泌泥岩および稲Ill粒泌泥岩からなり， 斜紫

色泌泥岩，特徴的な緑色（しばしば海緑石質）砂岩，灰色砂岩および凝灰岩の蔀胴を挟

む。また しばしば sandstonedykeを見ることがある。上記の岩相は上位に向つて斎Ill

粒となる。石灰質団塊が多くの層準に存在し， そのなかに菊石 ・イノセ ラムスその他

の化石を含有することが多い。

上記岩相からなる下部）包iは地質図において明らかなように， 上部蝦夷囲群の大部分

を占めて分布するが， キムソ芦別川流域においては多少奥なつた魚が見られる（第 4

図参照）。

すなわち，キムン芦別川流域においてはおおむね下部）罹が分布するが，幾春別川流域

の椋式的露出地と比較して粗粒岩に富み， キム ソ芦別川の中流附近に複向斜の中心が

あり， この中心部は灰色ないし灰緑色泌泥岩 • 灰色砂質泥岩 • 灰色泥岩 ・ 緑色砂岩お

よび緑白色凝灰岩を主とする地屈からなり，その東西両側には， 下部屈のほゞ下部に

相当すると思われる齢泥岩と砂岩との互I習が分布する。 この互際も東西ではかなり趣

を屎に し， 西部においては粗い互屈で，砂岩は厚さ 10-30cmのことも あるが， 1-7

m におよぶ場合が多い。i松泥岩も詳釧に観察すると砂質泥岩と泌泥岩との粗い互I怪で

ある。また，局部的に砂岩と齢泥岩とが瀕互層をなすこともある。なお，lmの礫陀

がこの互層帯のほゞ中位の層準に介在し，礫は珪岩 • 砂岩が多い。 これに対し東部に

おいては緑灰色ないし昭灰色泌泥岩 • 灰色砂岩の互層であるが， 西部におけるより一

般に恭Illかい互恩である。 しかし，一方局部的に砂岩が多く，泌泥岩の少ない互I習の部

分もある。一般には砂岩が3-50cmで，齢泥岩が10-lm のような互摺を繰り 返し

ているが， しばしば砂岩は 1-1om に逹する。 このような岩相は芦別JII流域におい

てキムン芦別川入口より下流， 惣顔真布川入口に至るほゞ中間地域においても観察す

ることができ，上部蝦夷屈群の下部）屈としては特巽なもので， むしろ佐久層に類似

し，今後は詳細な研究が必要である。

下部層においては緑色砂岩および緑白色ないし白色凝灰岩がしばしばみられ， とく
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に中部ないし上部の一部にこれが著しく，上部蝦夷層群を通じて特徴のある部分にな

つている。

この著 しい層準は幾春別川流域 • 上ー ノ沢 ・ 錦ノ沢 • 熊追沢 ・ 芦谷地沢 ・ 左股沢· .

奥左股沢 ・ タ張越沢 • 芦別川流域 ・ カネ沢 ・ 惣芦別川最下流等において認められる。

緑色砂岩は一般に 10-70cmで あるが， 1-4m のこと もしばしばある。凝灰岩は

一般に2-30cmであるが， 1-6m のことも稀ではない。これは左股沢下流および

幾春別川上流の左股沢との合流点附近において認められる。また，凝灰岩の代りに白

色凝灰岩質砂岩が認められることもある。

月見暦 木層は図幅北端中央部， すなわち芦別川の川筋にわずかに分布し，上芦別

図幅う3),l;;J)における本層の延長部である。下部怒の上位に整合に重なるが，大部分は断

層によつて下部層あるいは上部）図と接する。 本層の下部は紬粒砂岩 ・頁岩の細互層か

らなり ，上部は白色ないし膏灰白色中粒砂岩からなる。 上部の砂岩は炭質物の削I¥片を

含み，時に板状を呈し，かなり堅く石英位に富む。本地域内においては化石を脚：I:¥し

ないが， 上芦別図幅地内では，Inocera肌 usuwaj畑 ensisYEHARAを多産する）習準

をなしている。上芦別図幅で罪定された本層の厚さは 150m 前後である。

本）屈は芦別川 ・惣顔真布川の合流点より約 50m南を走るほゞ東西性の断恩によつ

て切断され，それより 南方の上部蝦夷層群分布区域には， このような砂岩を主とした

著しい地層は見つからない。 たゞ ，南方にも Inoceramusuwaj枷 ensisを多産する層

準の近くに，白色の石英粒に富む中粒ないしや l,.粗粒の 20-50cmの厚さの緻密な砂

岩がある。 これは断層によつてしばしば切断されて点々と露出するに過ぎないので，

連続して追跡できないが，月見砂岩層に相当するものかもしれない。

上部層 上部層は下部）屈の上位に整合に重なつている。月見層とは断層で採され，

その関係は本地域では不明であるが，上芦別図幅では賂合の関係である。上部慰は上

部蝦夷屈群分布地域の小部分に限られて分布し， 図幅西部においてはおおむね下部層

の上位に整合してみいだされるが， 東部においては似瓦梢造がしばしば見られ，下部

孵と断層で接することが多い。

上部層は暗灰色ないし灰白色の砂質泥岩ないし泥岩を主とし， 薄い緑色砂岩 ・凝灰

岩および灰色砂岩を挟有することがある。 泥岩はきわめてもろく ，風化しやすい。全

般を通じて均質な泥岩をもつて特徴づけられ， 石灰質団塊は下部層における と同 じよ
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うにみいだされ，菊石 ・イノセラムスその他の化石を多趾に含んでいる。古く より伏n

られている菊面沢は上部圏の分布するところである。

上部蝦夷）暑群に関する主要地質構造はすでに記述したので重複することをさけ， 小

梢造について記述する。

下部層 • 月見胴および上部層を通じて， 西部においては傾斜が一般に緩く， 小背斜

• 小向斜を作つていて， これらは上ーノ沢上流 • 菊面沢上流等においても見ることが

できるが， それより以東の熊追沢 ・ 芦谷地沢 • 稲荷沢 ・ 左股沢 • 奥左股沢 ・ タ張越沢

等においては特に多く級察され， 全体として波状摺ru1ない し抑揚栴造を呈している。

なお， キムソ芦別川 ・惣顔真布川および芦別川流披においても同様な樅造をうか ゞう

ことができる。東部すなわち芦別川上流附近においてはf習曲が一）罰著しく，走向はお

おむね N-Sに近づくが，傾斜は著しく 変化に富み，韮直に近い急傾斜も見られ，こ

の附近にはしばしば走向断）習を見ることができる。 また，地質図上においても見られ

るように，下部J函が梱上して見掛上上部履の上位にあることもある。

本愚群を通じて主として下記のような化石を産出するが， これ以外にも多くの化石

の涯出が知られている。

Phylloceras velledae (MICHELIN) 

Phyllopachyceras ezoense (YOKOYAMA) 

Epigoniceras glabrum (JIMBO) 

Anagaudryceras limatum (YABE) 

Gaudryceras denseplicatum (JIMBO) 

Gaudryceras tenuiliratum YABE 

Gaudryceras striatz叩 (JIMBO)

Damesites semicostatus (YABE) 

Damesites damesi (JIMBO) 

Parapuzosia yubarense (JIMBO) 

Parapuzosia cfr. ishikawai (JIMBO) 

Kossmaticeras jimboi Y ABE 

Anapachydiscus sutneri (YOKOYAMA) 
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Barro1s1ceras minimum YABE 

Scaphites puerculus (JIMBO) 

Scqphites pseudoaequalis YABE 

Scaphites yonekurai Y ABE 

・. Scalarites venus/; 硲 (YABE)

Polyptychoceras obstrictu成 (JIMBO)

Polyptychoceras haraclanum (YOKOYAMA) 

Inoceran-ms concentricus costatus NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus tenuistriatus NAGAO and MATSUMOTO 

Inocerainus hobetsensis NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus iburiensis NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus teshioensis NAGAO and MATSUMOTO 

lnoceramus uwajimensis YEHARA 

Inoceramus uwajimensis var. yeharai NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus ezoensis YOKOYAMA 

Inoceramus japonicus NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus amakusensis NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus naumanni YOKOYAMA 

Inoceramus orientalis ambiguus NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus yokoyamai NAGAO and MATSUMOTO 

Sergipia (?) alwmatsui YEHARA 

Pelecypoda 

Gastropoda 

Brachiopoda 

Ecliinoidea 

Plant 

本層群の地質時代は上部白蔑系ギリヤ-ク統上部階 (Turonian) より涌河統最上部

皿階 (Campanian下部）におよんでいる。
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II. 2. 2. 4 函淵層群

本屈群は図幅南西隅の菊面沢以西において，上部蝦夷恩群の上に露出する。上部蝦

夷揺i群との間にはネバ層ないし断層角礫岩を思わせる部分もあるが， この地方におけ

る両I習群の関係は未だ明確ではない。

本屈群は，主として緑色凝灰岩質砂岩， 榊ll粒ないし中粒礫岩あるいは角礫岩および

緑色凝灰岩ないし凝灰岩賀角礫岩からなり ， 泥岩を介在することがあつて，この部分

では地）展iのI晋理を測定することができる。 ［緑色捩灰岩賀砂岩は石英の小粒に富み，あ

るいは珪質岩石の小粒を含有し，風化すると）火褐色 ・褐色を呈する。 礫岩ないし佳礫

岩は流紋岩 • 砂岩 • 黒色珪賀頁岩..緑色チャ ー ト • 赤色チャー 1、および乳灰色チャ ー

トの礫に富み，礫の径は 2-3cmである。風化すると赤褐色を呈する。角礫岩はしば

しば緑色の洵緑石質岩石の礫を持ら，碁質は緑色凝灰岩のこともある。 これは風化す

ると緑褐色あるいは緑灰色を呈する。

地）魯iの走向 ・傾斜は一般に視lj定し難い。 菊而沢最上流においては走向 N30°E,傾

斜 20° W を呈するが，局部的に地恩が乱れ傾斜 70°w を示すこともある。

本地域内においては本庖群の厚さは算出し難い。 また地質時代を決定する証拠もな

いが，他の地域においては，函淵）薗群5G),G ~)は上部白艇系ヘトナイト統を主とし， 一部

は上部白巫系浦河統最上部を含むものであることが知られている。

II. 2. 3 古第三系

第三系は地域北西隅および南西隅の極く一部に限られて分布する。 北西隅のものは

上部蝦夷）習群の上位に不敷合に囮畳して石狩圏群に屈し， 南西隅のものは函淵陪群と

推し被せ断摺関係にあって，幌内層に屈する。

II. 2. 3. 1 石狩磨群

本図幅中に分布する石狩隠i群は， その最下部層である登川灰炭I麿iiこ屈するものと考

えられる。主として粗粒砂岩，粗粒砂岩と砂賀泥岩との互層および中粒砂岩•と砂質泥

岩との互層からなり，炭厨を有すること があるo

最近，須貝質二61)は井蔀新歌志内砿にお_(、て，石狩I習群の基底にある耐火粘土／曽を

もつて石狩I習群と函淵脳群間の不整合を現わすものと認めており，さらに棚井敏雅の
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観察によれば，図幅北西端よりわずか北の美唄炭山北方北三之沢において， 函淵層群

の上位に不整合に 180-200cm の耐火粘土層があることを認め，これをもつて函淵酒

群と石狩層群との不腺合面としている。

II. 2. 3. 2 幌内雇

本図幅内における蜆内）薔は）層理不明な均質緻密な泥岩からなる。一般に Nー Sの走

向を示 し，東あるいは西に額斜して背斜 • 向斜を繰り 返している。 このf習曲のなかに

は傾倒背斜向斜もあり，大夕張過摺訓地帯の連続と推定される。

II. 2. 4 第四系

本地披における第四系は段丘堆梢物および沖租物に分かたれ， 主として幾春別川流

域に見られ， その他にも地質図には表現しなかつたが芦別川流域筋においても見るこ

とができる。

段丘堆稜物 幾春別川流披および芦別川流城には著しい河岸段丘面が発達 し， 現在

の河床からの高さは 5-20m である。段丘堆秩物は空知層群から函淵層群に至る梱

成岩石類の円礫および砂からなるが， このうち特に顕著な岩石は空知層群中にみいだ

される珪質岩石類および輝緑岩筑岩石類である。 裕泥岩および泥岩はもろく，風化し

やすいためにほとんど見られない。

；中積層 沖秩層は空知層群か ら函淵層群に至る構成岩石類の礫 • 砂および桔土から

なる。

IL 3 地 質構造

地質構造については， すでに地質概説ならびに地質各説の項において記述してきた

ところであるから，詳細に改めて述べることは省略し，節単に要約する。

本地披の地質樅造は， 図幅北東隅よりキムソ芦別川の南方を通り幾春別国有林農場

附近におよぷ断層の南方および北方とで，著しい差奥がある。

ヽ
南方地域においては芦別川東方より真砂沢西方におよび， さらに大夕張図幅地内に

延びている南北断層により， 互に構造を著しく巽にする西部と東部とに分かたれる。
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西部においては主として上部蝦夷謄群が波状t習曲ないし抑揚栴造を呈するのに対し，

東部においては山部図幅におよぶまで逆転樅造を呈じ部分的に過摺曲地帯が見られ，

小規模の毅瓦構造が認められる。

北方地域においては， 上芦別図幅において顕著に認められる空知背斜軸の南西方延

長が本図幅北西部に見られ，そ してその東方には波状摺曲が認められる。

III. 應用地質

三笠亜屈群上部層の粗粒砂岩および礫岩を主とする岩石は， 北悔道開発局による幾

春別川 ・芦別川河川綜合開発事業GO)にもとづいた桂沢堰堤設匠に伴な う素骨材（原石）

として利用され， 主として堰堤予定地西方の山稜（幾春別川流域桂沢御料地農場南方

423.7高地）において採石されている。
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Resume 

GEOLOGY 

The greater part of this sheet map area is composed of the 

Mesozoic formations, which form the structural core of the Ishi-

kari coal-bearing Tertiary strata. The formations in the area map-

ped are divided, in ascending order, into the Sorachi group (possibly 

of Jurassic-Cretaceous), the Lower Yezo group, the Middle Y ezo 

group, the Upper Yezo group, the Hakobuchi group (these four 

are of upper Cretaceous), the Ishikari group, the Poronai forma-

tion (these two are of Tertiary), and alluvium. 

A large synclinorium is widely developed in the central part 

of the area. Bordered by a thrusts-zone on the eastern side of 

the above-mentioned synclinorium, there is a inversed zone which 
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Somh; ,,oop 

belongs to the western wing of the large overturned anticline 

along the Yubari Mountainrange. A conspicuous anticlinorium 

called the " Sorachi Anticline ", exists in the northwestern part 

and extends towards the north into the area of Kamiashibetsu 

The stratigraphy and geological history are sum-sheet map. 

marized in Table 1. 

.T urass1c-Cretaceous 

Sorachi Group 

Only the upper part of this group, that is the Shiyuparo 

formation after W. Hashimoto, exists in the narrow area at the 

southeastern part of the area mapped and shows the trend of N 

20°E. The Shiyuparo formation is to succeed the main part of 
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the thick Sorachi group exposed on・the southeastern side. The 

Shiyuparo formation in the area mapped, having a thickness of 

over 1,185 m, consists mainly of sandstone, chert, black shale, and 

rarely of reddish or greenish siliceous tuff and oolitic limestone. 

Fossils such as radioralians, scarce corals and bryozoan fragments 

are contained, but they are not sufficient to determine the age. 

Cretaceous 

The Cretaceous system is divided into the Lower Yezo groupヤ

the Middle Yezo group, the Upper Yezo group, and the Hakobuchi 

group in ascending order. 

1) Lower Yezo Group 

In the eastern part of the area mapped, this group superposes 

on the Sorachi group, and the relation between them seems to be 

conformable. This group is subdivided into the Tomitoi sand-

stone and the main part formation. The total thickness of this 

group attains to about 1,300 m. 

Tomito~sandstone is the basal part of the Lower Yezo group, 

and consists generally of platy medium-or fine-grained sandstone 

and rarely of shale. It is equivalent to Ia member in River 

Shiyuparo after T. Matsumoto. 

Main part formation consists of thin-bedded alternation of black 

shale and dark gray fine sandstone or siltstone. Near the upper-

most part, the Orbitolina-bearing limestone is intercalated. This 

is equivalent to Ib-Ig members after T. Matsumoto, and is cor-

related to the Shimanoshita shale after W. Hashimoto. This 

formation contains cephalopods and pelecypods, and especially the 

Orbitolina limestone yields abundant fossils, such as Orbitolina 

discoidea-conoidea var. ezoensis YABE and HANZAWA, corals, pe-

lecypods and calcareous algae. The fauna is said to indicate the 

lower stage (Aptain) of the Miyako series of lower Cretaceous 

system, therefore the lower part of the Lower Yezo group belongs 
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presumably to the Arita and Kochi series. 

2) Middle Y ezo Group 

The group is distributed separately in the northwestern and 

eastern parts of the mapped area. It is exposed along the ,anti-

clinal axis of the Sorachi anticline in the northwestern part, 

where it is subdivided into the main part in the lower and the 

Mikasa subgroup in the upper. 

In the eastern part, the group forms the inversed western wing 

of the overturned anticline (or overthrusted slices) of the Yubari 

Mountainrange, where it is subdivided into the basal conglomerate 

and sandstone, the main part, and the Salm formation from the 

bottom upwards. 

Northwestern area : -Main part formation consists of two parts 

and has a thickness of over 700 meters, excepting the lowermost 

part which is not exposed here. 

The lower part is composed principally of the frequent al-

ternation of sandstone and sandy shale, sporadically with inter-

calations of thick sandstone. The upper part is chiefly made up 

of an alternation of fine sandy shale and shale, or, in some 

places, fine sandstone. Thin beds of grayish white or greenish 

white tuff are occasionally observed throughout this formation. 

No fossils were found during the survey. But, such ammonites 

as Mortoniceras imaii (YABE & SHIMIZU) have been produced 

in the drainage area of River Ikushumbetsu westerly out of the 

area mapped, and the formation has been considered to be the 

upper stage (Albian) of the Miyako Series of Lower Cretaceous 

system. 

Mikasa sub-group is characterized with coarse-grained rocks 

which are probably shallow-sea sediments. It occurs separately in 

the both wings of the Sorachi anticline. In the western wing, it 

is made up generally of medium-to fine-grained sandstone, inter-

calating often dark gray shale and conglomerates. In the eastern 
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wing, it is subdivided into three parts. The lower pflrt consists 

of greenish gray, grayish white and grayish medium-to coarse-

grained compact and hard sandstone. The lower portion of the 

middle part consists of grayish white fine sandstone and greenish 

sandy siltstone, and it is succeeded by grayish fine-grained silty 

sandstone, and muddy siltstone towards the top. The upper part 

consists principally of grayish green or grayish medium-grained 

sandstone, intercalating conglomerate, sandy shale, calcareous 

sandstone and sandy siltstone. 

This formation yields abundant fossils including notable 

species such as Desmoceras japonicum YABE, [noceramus yabei 

NAGAO and MATSUMOTO and I noceramus hobetsensis NAGAO and, 

MATSUMOTO. These fossils indicate that the formation is from 

the lower stage to the lower half of the upper stage of the Gylia-

kian series of Upper Cretaceous system. 

Eastern area : -Basal conglomerate and sandstone bed is equi-

valent to Ila member reported by T. Matsumoto and is correlated 

to the Kasamori sandstone and conglomerate after W. Hashimoto. 

It is composed of conglomerate, grayish white conglomeratic 

sandstone and coarse-grained sandstone. According to W. Hashi-

moto's survey, it overlies the Lower Yezo group unconformably 

and this unconformity is the notable incident in the evolutional 

history of the Yezo-Saghalien geosyncline since the deposition of 

the Hitaka system which is of probable Jurassic age. 

Main part formation is equivalent to Ilb-Ilh members (reported 

by T. Matsumoto) which occur along River Shiyuparo, and is 

correlated to the Umanai-gawa shale after W. Hashimoto. It is 

thickly and monotonously accumulated sediments which are of 

dominantly muddy nature and is composed mainly of shaly 

mudstone and siltstone, intercalating sandstone or thinly alterna-

ting beds of sandstone and muddy rocks in some places. White 

tuff layers intervene at several horizons. The Middle Yezo group 
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excluding the Saku formation in the eastern area ranges from 

the upper stage (Albian) of the Miyako series of the lower Creta-

ceous to the lower stage (Cenomanian) of the Gyliakian series of 

Upper Cretaceous system. 

Saku formation succeeds conformably to the main part formation 

of the Middle Yezo group, and is equivalent to Um-Us members 

reported by T. Matsumoto, and is probably correlative to the 

Kondo-yama sandstone in the Furano district by W. Hashimoto. 

Sandstone is predominant in this formation, and alternations of 

sandstone and mudstone occur in a considerable amount. A part 

of coarser-grained sandstone contains glauconite. This formation 

belongs to the upper stage (Turonian) of the Gyliakian series of 

Upper Cretaceous system. 

3) Upper Yezo group 

, rhis只roupis distributed widely in the central part of the 

area mapped, and lies over the Middle Yezo group without de-

positional break. It is generally divided into the upper and the 

lower parts, but in some places the characteristic Tsukimi for-

mation exists between them. 

Lower part formation is composed of grayish white siltstone or 

sandy siltstone, intercalating thin layers of purplish siltstone, 

greenish (perhaps glauconitic) sandstone, grayish white sandstone 

and tuff. 

Tsukimi formation consists of thin-bedded alternation of fine-

grained sandstone and shale, white or blueish gray medium-grained 

sandstone. In the area of the Kamiasbibetsu sheet map, it yields 

abundantly I noceramus uwaj.imensis YEHARA. 

u pper part formation is composed of dark gray or grayish white 

siltstone and mudstone, intercalating thin layers of greenish sand-

stone, tuff and gray sandstone. Generally speaking, the rocks 

become fine-grained towards the upper of this Upper Yezo group. 

The Upper Yezo group ranges from the upper stage (Turonian) 
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of the Gyliakian series of Upper Cretaceous system to the upper-

most substage (lower Campanian) 0£the Urakawan series. 

4) Hakobuchi group 

This group crops out in the southwestern corner of the area 

mapped and the relation to the underlying Upper Yezo group is 

not clear owing to the ill exposure. This is composed of greenish 

tuffaceous sandstone, conglomerate or breccia, greenish tuff, tuffa-

ceous breccia, and intercalations of mudstone. 

Paleogene Tertiary 

The Paleogene formation occurs in very limited area of the 

northwestern and southwestern corners of the area mapped. The 

Paleogene formation of the northwestern corner belongs to the 

lowest part of the Ishikari group, and that of the southwestern 

corner belongs to the Poronai formation. 

Ishikari group overlies unconformably the Upper Yezo group in 

the northwestern corner, where the Hakobuchi group is eroded 

away. The Ishikari group is composed of coarse-grained sand-

stone, and alternation of coarse-grained sandstone and siltstone. 

Only the Nobori-kawa coal-bearing member, the lowermost of the 

Ishikari group seems to occur within the area mapped. 

Poronai formation thrusts over the Hakobuchi group in the south-

western corner, and is composed of massive mudstone. 

Quaternary 

The alluvium is seen mainly along River Ikushumbetsu and 

River Ashibetsu. It is composed of sand and gravel, derived from 

tl;ie Sorachi, Yezo and Hakobuchi groups, especially from the 

siliceous and diabasic parts of the Sorachi group. 

River Terraces are conspicuously developed along River Ashi-

betsu. 
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